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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 12,394,681 13,435,975 25,146,605

経常利益 （千円） 1,086,519 1,354,854 2,136,705

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 779,242 1,016,230 1,690,904

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 14,826 1,069,353 1,488,539

純資産額 （千円） 15,497,896 17,684,887 16,906,605

総資産額 （千円） 24,441,473 27,477,288 26,253,859

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 104.12 135.78 225.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.3 63.7 63.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,020,137 746,308 2,001,518

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 896,647 △146,159 △150,121

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △651,963 △265,513 △1,151,773

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,574,711 6,461,026 6,111,164

 

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 60.11 75.41

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における国内の経済環境は、昨年の米国大統領選挙後の円安・株高などもあり、引き

続き企業業績の緩やかな回復、雇用情勢・所得環境の改善がみられました。一方で、米国政権の動向および緊迫す

る朝鮮半島情勢の問題など世界経済における懸念材料も多く、依然として先行き不透明な状況が続いております。

また、海外の経済環境は、金融市場が活況を見せ製造業や貿易の回復など堅調な上昇に期待がかかるものの先進国

を中心として保護主義の機運が高まり、所得不均衡などの構造的な問題が拡大することへの懸念から景気回復の足

取りを重くしております。

　こうした状況の下、国内においてはユーザーの囲い込みおよび顧客要求に応じた製品開発を行い、「競合に勝

つ」を基本方針に活動してまいりました。また、海外においては世界15カ国21社の関係会社と連携を図り、販売を

拡大してまいりました。

　その結果、主要６市場は全て前年同期比増収で推移し、スマートフォンやサーバーに搭載する半導体メモリーの

大型投資に牽引され、半導体・液晶市場、表面処理装置市場は好調であり、水処理市場、化学市場も順調に推移し

ました。また、欧州での風力発電等の設備投資が牽引した結果、新エネルギー市場も好調に推移し、回復基調にあ

ります。

　地域別では、国内は、半導体・液晶市場、表面処理装置市場は好調に推移し、水処理市場も順調であり、化学市

場も堅調に推移しました。その結果、売上高は83億４百万円（前年同期比6.8％増）となりました。欧州地域は、

半導体・液晶市場、表面処理装置市場が低調であったものの、新エネルギー市場が好調に推移し、水処理市場、化

学市場も順調であったため、売上高は12億22百万円（前年同期比2.8％増）となりました。米国は、医療機器市場

が低調であったものの、水処理市場を中心に堅調に推移し、売上高は16億68百万円（前年同期比0.9％増）となり

ました。一方、アジア地域は韓国の半導体・液晶市場、台湾の表面処理装置市場の活況を受け、売上高は12億69百

万円（前年同期比27.6％増）となりました。また、中国は、政府による国産医療機器の開発推進も牽引し、医療機

器市場が好調で売上高は５億17百万円（前年同期比42.5％増）となりました。

　製品別では、半導体・液晶市場向けの空気駆動ポンプが続伸し、水処理市場向けの定量ポンプや医療機器市場向

けの回転容積ポンプも好調に推移しました。また、主力製品であるマグネットポンプも堅調に推移しました。

このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結売上高は134億35百万円（前年同期比8.4％

増）となりました。

　利益面では、売上の増加に伴う増収効果と経費の見直し等により、営業利益は10億15百万円（前年同期比31.6％

増）、経常利益は13億54百万円（前年同期比24.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億16百万円（前

年同期比30.4％増）となりました。

　また、当社グループはケミカルポンプ事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は209億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億46百万円

増加いたしました。これは主に現金及び預金が３億49百万円、受取手形及び売掛金が５億25百万円、原材料及び貯

蔵品が１億68百万円増加したことによるものであります。固定資産は64億99百万円となり、前連結会計年度末に比

べ77百万円増加いたしました。これは主に建設仮勘定が52百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、274億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億23百万円増加いたしました。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は74億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億29百万円増

加いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が３億79百万円増加したことによるものであります。固定負債は

23億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円増加いたしました。これは主にリース債務が７百万円増加

したことによるものであります。

この結果、負債合計は、97億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億45百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は176億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億78百万

円増加いたしました。これは主に利益剰余金が７億31百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は63.7％（前連結会計年度末は63.7％）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は64億61百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ３億49百万円増加（前年同四半期は11億48百万円増加）いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果、資金は７億46百万円増加（前年同四半期は10億20百万円増加）い

たしました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上（13億53百万円）や仕入債務の増加（３億90百万円）

などによる資金増加要因が、売上債権の増加（６億25百万円）や法人税等の支払（３億42百万円）などによる資金

減少要因を上回ったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果、資金は１億46百万円減少（前年同四半期は８億96百万円増加）い

たしました。これは主に、有形固定資産の取得（２億25百万円）などによる資金減少要因が、有価証券の償還（１

億10百万円）などによる資金増加要因を上回ったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果、資金は２億65百万円減少（前年同四半期は６億51百万円減少）い

たしました。これは主に、配当金の支払（２億83百万円）によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億82百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,484,370 7,484,370
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 7,484,370 7,484,370 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 7,484,370 － 1,018,250 － 638,250

 

EDINET提出書類

株式会社イワキ(E32189)

四半期報告書

 5/18



（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

イワキ産業株式会社 東京都練馬区大泉学園町６丁目15-34 1,052,250 14.06

株式会社藤中ホールディングス 東京都練馬区高野台３丁目30-12 900,000 12.03

藤中　義昭 東京都練馬区 593,120 7.92

イワキ従業員持株会 東京都千代田区神田須田町２丁目６-６ 570,880 7.63

藤中　茂 東京都練馬区 432,210 5.77

藤中　留美 東京都練馬区 431,300 5.76

USB AG LONDON A/C IPB SEGREGATED

CLIENT ACCOUNT

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店　証券業務部長　

石川　潤）

BAHNHOFSTRASSE 45, 8001 ZURICH,

SWITZERLAND

（東京都新宿区新宿６丁目27-30）

267,300 3.57

上條　照彦 東京都三鷹市 150,000 2.00

山田　茂宏 埼玉県上尾市 138,600 1.85

藤中　秀子 東京都練馬区 132,530 1.77

計 － 4,668,190 62.37

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,480,800 74,808

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　3,570 － －

発行済株式総数 　　　　　7,484,370 － －

総株主の議決権 － 74,808 －

（注）「単元未満株式」の欄には、自社名義の株式が65株含まれております。
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②【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数に

 対する所有株式数

の割合

　　（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）当社は、単元未満自己株式65株を保有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,191,508 6,541,325

受取手形及び売掛金 ※１ 6,434,549 ※１ 6,960,331

電子記録債権 ※１ 1,988,682 ※１ 2,068,707

有価証券 112,738 -

商品及び製品 1,901,218 1,938,109

仕掛品 30,155 32,418

原材料及び貯蔵品 2,437,457 2,605,795

繰延税金資産 502,614 521,069

その他 253,912 330,671

貸倒引当金 △20,816 △20,307

流動資産合計 19,832,021 20,978,120

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,636,978 4,649,639

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,514,143 △3,558,985

建物及び構築物（純額） 1,122,834 1,090,653

機械装置及び運搬具 2,231,416 2,302,235

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,985,609 △2,058,044

機械装置及び運搬具（純額） 245,807 244,191

工具、器具及び備品 1,601,918 1,650,994

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,375,807 △1,412,993

工具、器具及び備品（純額） 226,111 238,001

土地 1,036,769 1,039,396

リース資産 485,543 419,058

減価償却累計額 △317,020 △248,500

リース資産（純額） 168,523 170,558

建設仮勘定 918,646 971,613

その他 17,494 20,038

減価償却累計額 △11,924 △13,896

その他（純額） 5,569 6,141

有形固定資産合計 3,724,263 3,760,555

無形固定資産   

のれん 19,718 9,283

商標権 86,219 77,117

その他 117,682 123,691

無形固定資産合計 223,619 210,093

投資その他の資産   

投資有価証券 2,064,168 2,123,210

繰延税金資産 142,215 130,622

その他 267,571 274,686

投資その他の資産合計 2,473,955 2,528,519

固定資産合計 6,421,838 6,499,168

資産合計 26,253,859 27,477,288
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,345,679 4,725,169

短期借入金 576,160 670,245

リース債務 75,517 70,601

未払法人税等 300,437 315,639

賞与引当金 716,527 735,902

役員賞与引当金 100,120 29,809

製品保証引当金 98,485 108,343

その他 818,564 804,869

流動負債合計 7,031,491 7,460,580

固定負債   

長期借入金 300,000 300,000

リース債務 106,584 114,478

繰延税金負債 72,226 69,423

役員退職慰労引当金 151,043 151,043

退職給付に係る負債 885,513 885,438

資産除去債務 205,500 206,515

その他 594,892 604,921

固定負債合計 2,315,762 2,331,821

負債合計 9,347,253 9,792,401

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,018,250 1,018,250

資本剰余金 638,250 638,250

利益剰余金 14,637,110 15,368,935

自己株式 △30 △164

株主資本合計 16,293,580 17,025,271

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 250,907 310,746

為替換算調整勘定 309,458 269,427

退職給付に係る調整累計額 △135,090 △115,150

その他の包括利益累計額合計 425,274 465,023

非支配株主持分 187,750 194,592

純資産合計 16,906,605 17,684,887

負債純資産合計 26,253,859 27,477,288
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 12,394,681 13,435,975

売上原価 8,368,940 8,919,204

売上総利益 4,025,740 4,516,771

販売費及び一般管理費 ※ 3,254,433 ※ 3,501,434

営業利益 771,307 1,015,336

営業外収益   

受取利息 13,635 13,709

受取配当金 20,367 20,345

持分法による投資利益 148,383 238,755

為替差益 112,886 63,392

その他 37,721 25,268

営業外収益合計 332,994 361,471

営業外費用   

支払利息 8,981 13,996

その他 8,800 7,956

営業外費用合計 17,781 21,953

経常利益 1,086,519 1,354,854

特別利益   

固定資産売却益 92 699

特別利益合計 92 699

特別損失   

固定資産除却損 726 1,925

特別損失合計 726 1,925

税金等調整前四半期純利益 1,085,886 1,353,628

法人税等 303,883 324,120

四半期純利益 782,003 1,029,507

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,761 13,277

親会社株主に帰属する四半期純利益 779,242 1,016,230
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 782,003 1,029,507

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △187,205 59,839

為替換算調整勘定 △438,532 △41,062

退職給付に係る調整額 20,891 19,940

持分法適用会社に対する持分相当額 △162,331 1,128

その他の包括利益合計 △767,177 39,846

四半期包括利益 14,826 1,069,353

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,920 1,055,978

非支配株主に係る四半期包括利益 △93 13,375
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,085,886 1,353,628

減価償却費 225,643 237,599

のれん償却額 10,325 10,328

貸倒引当金の増減額（△は減少） △704 △419

賞与引当金の増減額（△は減少） △30,070 18,799

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 26,122 △70,309

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 30,484 28,455

受取利息及び受取配当金 △34,003 △34,054

支払利息 8,981 13,996

為替差損益（△は益） △196,865 △22,163

持分法による投資損益（△は益） △148,383 △238,755

売上債権の増減額（△は増加） 43,264 △625,130

たな卸資産の増減額（△は増加） 78,728 △237,258

仕入債務の増減額（△は減少） 406,172 390,986

未払金の増減額（△は減少） △56,050 △82,816

未払費用の増減額（△は減少） △6,190 50,495

その他 △355,577 △7,613

小計 1,087,763 785,768

利息及び配当金の受取額 360,670 314,824

利息の支払額 △7,164 △12,279

法人税等の支払額 △421,133 △342,004

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,020,137 746,308

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 300,000 -

有価証券の償還による収入 555,271 110,460

有形固定資産の取得による支出 △177,447 △225,090

投資有価証券の償還による収入 264,200 -

その他 △45,376 △31,528

投資活動によるキャッシュ・フロー 896,647 △146,159

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） - 64,780

リース債務の返済による支出 △42,654 △39,705

株式の発行による支出 △3,987 -

上場関連費用の支出 △13,098 -

配当金の支払額 △589,307 △283,920

非支配株主への配当金の支払額 △2,886 △6,533

その他 △30 △133

財務活動によるキャッシュ・フロー △651,963 △265,513

現金及び現金同等物に係る換算差額 △116,228 15,226

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,148,593 349,862

現金及び現金同等物の期首残高 5,426,118 6,111,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,574,711 ※ 6,461,026
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　※１．四半期連結会計期間末日満期手形

　　　　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が四半期連結会計期間末日残高に含まれています。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 － 88,735千円

電子記録債権 － 36,156

 

 

　　　　　２．当座貸越契約及びコミットメントライン契約

　　　　　　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行５行と当座貸越契約及びコミットメントラ

イン契約を締結しております。これらの契約に基づく当座貸越契約及びコミットメントライン契約に係る借入

未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

当座貸越極度額及びコミットメントライン

契約の総額
6,250,000千円 6,250,000千円

借入実行残高 － －

差引額 6,250,000 6,250,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　 至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
　 至　平成29年９月30日）

給料及び賞与 1,190,570千円 1,189,001千円

賞与引当金繰入額 309,984 324,292

役員賞与引当金繰入額 30,268 29,810

退職給付費用 69,222 70,040

貸倒引当金繰入額 88 △294

のれん償却額 10,325 10,328
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 6,575,188千円 6,541,325千円

預入期間が３か月を超える定期預金等 △477 △80,298

現金及び現金同等物 6,574,711 6,461,026

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり配
当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 589,768千円 78円80銭 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり配
当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月9日

取締役会
普通株式 224,530千円 30円00銭 平成28年9月30日 平成28年12月1日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり配
当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 284,405千円 38円00銭 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり配
当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 254,466千円 34円00銭 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

当社グループはケミカルポンプ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

当社グループはケミカルポンプ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 104円12銭 135円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 779,242 1,016,230

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
779,242 1,016,230

普通株式の期中平均株式数（株） 7,484,362 7,484,346

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………254,466千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………34円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月１日

（注）　平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月14日

株式会社イワキ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齊　藤　文　男　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 栗　原　幸　夫　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社イワキの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月1日
から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イワキ及び連結子会社の
平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は
当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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